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1
）

　
学
習
院
大
学
史
料
館
が
西
園
寺
公
友
氏
か
ら
寄
託
さ
れ
て
い
る
『
西
園
寺
家
文
書
』
の
な
か
に
、
『
万
一
記
　
条
々
義
』
と
題
す
る
一

冊
（
架
蔵
番
号
一
－
二
）
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
公
卿
万
里
小
路
宣
房

（一

�
ﾜ
八
～
＝
二
四
八
）
の
日
記
『
万
一
記
』
の
う
ち
、
文
保
三
年
（
1
1
元
応
元
年
、
一
三
一
九
）
か
ら
元
応
三
年
（
1
1
元
亨
元
年
、

＝
二
一
＝
）
の
分
を
、
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
九
月
に
東
坊
城
和
長
（
一
四
六
〇
～
一
五
二
九
）
が
抄
出
し
た
も
の
で
、
こ
の
年
紀
を

有
す
る
写
本
の
祖
本
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
同
書
を
紹
介
し
た
新
田
英
治
氏
は
、
『
万
一
記
』
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
朝
廷
を
窺
う
た

め
の
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
原
本
は
伝
わ
ら
ず
、
写
本
す
ら
部
分
的
な
抄
出
と
、
別
記
で
あ
る
建
武
元
年
（
＝
二
一
二
四
）
八
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）

コ
品
拝
賀
記
」
と
が
残
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
主
要
な
史
料
を
紹
介
し
た
『
皇
室
の
至
宝
　
東
山
御
文
庫
御
物
』
（
以
下
、

『
東
山
御
文
庫
御
物
』
と
略
す
）
が
刊
行
さ
れ
、
第
一
巻
に
『
万
一
記
』
の
別
記
と
思
わ
れ
る
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
八
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

「
立
椅
子
政
記
」
（
勅
封
四
五
ー
七
）
の
写
真
（
部
分
）
お
よ
び
解
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
万
一
記
』
の
自
筆
原
本

と
見
な
さ
れ
る
も
の
が
現
存
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
以
来
、
確
認
の
望
み
を
抱
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
昨
年
（
二
〇
〇
八
）
同
文
庫
御
物
の
曝
涼
に
際
し
て
当
該
史
料
を
披
見
す
る
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機
会
を
得
、
そ
の
結
果
、
「
立
筒
子
政
記
」
は
宣
房
の
自
筆
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
た
。
ま
た
、
同
書
は
『
歴
代
残
閾
日
記
』

巻
五
五
に
収
載
さ
れ
、
全
文
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
誤
写
が
多
く
利
用
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
『
東
山
御
文
庫
御
物
』

で
も
全
体
像
が
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
後
の
研
究
の
た
め
に
は
全
文
翻
刻
が
必
要
だ
と
考
え
、
こ
こ
に
紹
介

す
る
も
の
で
あ
る
。
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ま
ず
、
東
山
御
文
庫
所
蔵
「
立
筒
子
政
記
」
の
書
誌
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
。
同
書
は
、
楮
紙
三
紙
を
貼
り
継
い
だ
巻
子
装
で
あ
る

が
、
表
紙
お
よ
び
軸
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
内
題
、
外
題
と
も
に
な
い
。
そ
の
た
め
書
名
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
ま
だ
付
さ
れ

　
　
（
4
）

て
お
ら
ず
、
近
代
の
整
理
に
際
し
て
、
本
文
一
行
目
に
「
今
日
立
椅
子
政
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
便
宜
付
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
法
量
は
、
縦
三
一
・
九
糎
、
横
全
長
一
五
三
・
四
糎
（
第
一
紙
か
ら
順
に
五
〇
糎
、
五
一
・
八
糎
、
五
一
・
六
糎
）
で
あ
る
。
全
体

に
わ
た
っ
て
水
を
被
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
変
色
が
あ
り
、
カ
ビ
の
痕
跡
が
目
立
つ
。
さ
ら
に
虫
損
も
あ
る
た
あ
、
総
裏
打
ち
が

施
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
本
書
が
万
里
小
路
宣
房
の
手
に
な
る
自
筆
原
本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
翻
刻
と
と
も
に
後
掲
し
た
写
真
が
本
書

の
す
べ
て
で
あ
る
。
人
名
の
表
記
の
仕
方
に
注
目
す
れ
ば
、
他
の
人
物
を
記
す
と
き
に
は
、
官
位
に
応
じ
た
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

宣
房
は
諦
の
み
を
記
し
て
お
り
、
宣
房
の
手
に
な
る
記
録
だ
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
紙
や
筆
の
感
じ
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
雰
囲
気
を
た
た
え
て
い
る
が
、
は
た
し
て
宣
房
自
身
の
筆
に
な
る
も
の
か
、
あ
る
い

は
近
い
時
代
の
他
者
に
よ
る
写
し
で
あ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
宣
房
の
筆
跡
に
は
個
性
が
強
く
表
れ
て
お
り
、
近
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

そ
の
手
に
な
る
院
宣
の
筆
跡
を
分
析
し
た
和
田
幸
大
氏
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
宣
房
の
奉
じ
た
院
宣
（
〔
参
考
史
料

写
真
〕
参
照
）
を
一
点
掲
出
し
た
い
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
の
う
ち
の
文
保
二
年
（
＝
一
二
八
）
九
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（
6
）

月
十
三
日
付
後
宇
多
法
皇
院
宣
で
あ
る
。
現
状
は
掛
幅
装
で
、
も
と
懸
紙
の
上
書
き

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
を
切
り
取
っ
て
末
尾
に
貼
り
継
い
で
あ
る
。
そ
の
上
書

き
の
署
名
と
、
本
書
に
お
け
る
「
宣
房
」
と
い
う
文
字
や
、
本
文
申
の
「
所
」
と
い

う
文
字
な
ど
は
極
め
て
よ
く
似
て
お
り
、
同
筆
と
考
え
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
和
田

氏
は
、
宣
房
の
筆
跡
に
つ
い
て
、
「
左
払
い
の
線
を
長
く
書
く
傾
向
が
あ
り
、
文
字

の
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
は
左
下
に
重
心
を
と
っ
た
文
字
も
多
く
見
ら
れ
る
。
（
中
略
）

字
間
が
接
近
し
て
い
る
た
め
、
文
字
と
文
字
と
の
連
綿
線
は
、
左
方
向
へ
大
き
く
弧

を
描
く
よ
う
な
運
筆
と
な
り
、
字
座
の
中
に
次
の
字
が
入
り
込
む
事
も
多
い
」
等
の

特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
正
し
く
そ
の
通
り
で
あ
り
、
本
書
は
宣
房
自
身
の
筆
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

か
か
る
も
の
だ
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
冒
頭
に
日
付
の
み
な
ら
ず
年
月
を
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
日
次
記
の

断
簡
で
は
な
く
、
こ
れ
だ
け
で
完
結
し
た
別
記
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

本
書
は
宣
房
の
日
記
で
あ
る
『
万
一
記
』
別
記
の
自
筆
原
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
以
下
、
記
主
で
あ
る
宣
房
の
伝
記
を
述
べ
て
お
く
。
万
里
小
路
家
は
、
藤
原
氏
北

家
勧
修
寺
流
。
宣
房
は
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
に
生
ま
れ
た
。
初
名
は
通
俊
。

父
は
従
三
位
資
通
、
母
は
石
清
水
八
幡
宮
別
当
法
印
宗
清
の
女
。
文
永
八
年
（
一
二

　
　
　
（
8
）

七
一
）
叙
爵
。
正
安
三
年
（
＝
二
〇
一
）
大
覚
寺
統
の
後
二
条
天
皇
の
五
位
蔵
人
に
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補
任
さ
れ
て
以
来
、
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
速
や
か
に
昇
進
。
少
・
中
弁
、
蔵
人
頭
等
を
経
て
、
嘉
元
三
年
（
＝
二
〇
五
）
従
四
位
上
、
参

議
に
列
せ
ら
れ
、
左
大
弁
・
大
蔵
卿
等
を
兼
ね
た
。
延
慶
元
年
（
＝
二
〇
八
）
に
後
二
条
天
皇
が
若
く
し
て
崩
じ
、
持
明
院
統
の
花
園
天

皇
が
践
詐
す
る
と
、
参
議
を
退
い
た
。
文
保
二
年
（
＝
一
二
八
）
大
覚
寺
統
の
後
醍
醐
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
六
一
歳
で
権
中
納
言
と
し

て
復
帰
。
「
立
筒
子
政
記
」
の
記
さ
れ
る
四
ケ
月
前
、
元
亨
四
年
（
十
二
月
に
正
中
と
改
元
）
四
月
の
除
目
で
中
納
言
に
進
ん
だ
。
同
年

九
月
に
発
覚
し
た
正
中
の
変
に
際
し
て
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
嫌
疑
を
晴
ら
す
べ
く
鎌
倉
に
下
向
す
る
な
ど
の
功
が
あ
り
、
十
月
の
除
目
で

権
大
納
言
に
昇
進
し
た
。
さ
ら
に
、
元
弘
元
年
（
＝
壬
二
一
）
二
月
に
大
納
言
と
な
っ
た
が
、
同
八
月
後
醍
醐
天
皇
が
倒
幕
に
失
敗
す
る

と
、
同
天
皇
の
側
近
に
な
っ
て
い
た
子
息
の
藤
房
・
季
房
の
両
人
が
謀
計
に
荷
担
し
て
い
た
た
め
、
宣
房
も
与
同
の
嫌
疑
を
懸
け
ら
れ
官

職
を
は
な
れ
た
。
し
か
し
、
結
局
幕
府
か
ら
赦
さ
れ
、
持
明
院
統
の
光
厳
天
皇
に
も
出
仕
し
て
い
る
。
後
醍
醐
天
皇
の
領
導
す
る
建
武
新

政
下
に
お
い
て
は
、
同
流
の
吉
田
定
房
、
北
畠
親
房
と
と
も
に
「
後
の
三
房
」
と
称
さ
れ
活
躍
を
続
け
た
が
、
延
元
元
年
（
北
朝
建
武
三

年
、
＝
二
三
六
）
正
月
、
七
九
歳
で
出
家
し
、
政
界
か
ら
身
を
退
い
た
。
正
平
三
年
（
北
朝
貞
和
四
年
、
＝
二
四
八
）
没
。
極
位
、
極
官

が
従
一
位
大
納
言
で
あ
り
、
万
里
小
路
一
品
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
、
そ
の
日
記
は
「
万
一
記
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

80

　
内
容
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
本
書
は
、
元
亨
四
年
八
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
外
記
政
お
よ
び
南
所
申
文
・
陣
申
文
等
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

い
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
日
前
の
十
六
日
に
、
外
記
政
が
行
わ
れ
る
べ
き
外
記
庁
が
大
風
で
倒
壊
し
た
た
め
、
太
政
官
庁
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
筒
子
」
を
立
て
る
と
い
う
の
は
、
『
名
目
抄
』
に
よ
れ
ば
、
初
任
の
公
卿
が
著
座
の
と
き
に
吉

日
を
選
ん
で
筒
子
を
作
り
、
庁
に
立
て
た
と
あ
る
。
四
月
に
権
中
納
言
か
ら
中
納
言
に
な
っ
た
宣
房
が
、
昇
進
後
初
め
て
上
卿
と
し
て
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

記
政
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
た
あ
に
椅
子
を
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
延
喜
式
』
（
第
三
八
・
掃
部
寮
）
に
、
親
王
及
び
中
納
言
以
上
は

筒
子
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
碕
子
に
着
し
た
の
は
宣
房
の
み
で
、
他
は
み
な
床
子
に
着
し
て
い
る
。
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（
1
2
）

　
外
記
政
と
は
、
平
安
時
代
に
は
じ
め
ら
れ
た
、
朝
廷
の
太
政
官
に
よ
る
政
務
の
一
形
態
で
、
太
政
官
候
庁
1
1
外
記
庁
に
お
い
て
公
卿
が

諸
司
・
諸
国
か
ら
の
上
申
事
項
を
聴
取
裁
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
即
し
て
こ
の
時
の
外
記
政
等
の
次
第
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、

　
か
た
な
し

①
結
政
（
弁
官
に
よ
る
政
の
た
め
の
文
書
整
理
）
、
②
庁
申
文
（
庁
の
座
で
諸
司
・
諸
国
か
ら
の
申
文
を
弁
官
に
読
ま
せ
、
上
卿
が
裁
決
）
、

③
請
印
（
太
政
官
符
に
外
印
を
捺
印
）
、
④
出
立
（
移
動
）
、
⑤
南
所
（
侍
従
所
）
申
文
な
ら
び
に
同
所
で
の
酒
簸
、
⑥
参
内
（
移
動
）
、

⑦
陣
申
文
、
⑧
退
出
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

　
九
世
紀
前
半
か
ら
確
認
さ
れ
る
外
記
政
は
、
は
じ
め
毎
月
五
日
の
休
日
や
廃
務
を
除
い
て
毎
日
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
十
世
紀
後
半

に
は
す
で
に
行
わ
れ
な
い
日
が
多
く
な
り
、
そ
の
後
も
徐
々
に
減
少
し
、
形
骸
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
本
書
に
見
る

と
お
り
、
儀
式
の
次
第
・
所
作
は
鎌
倉
時
代
後
期
に
な
っ
て
も
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
南
北
朝
時
代
を
経
て
室
町
時
代
中
期
に
は
ま
だ
行
わ

　
　
　
（
1
3
）

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
『
薩
戒
記
』
応
永
三
十
三
年
（
一
四
二
六
）
七
月
二
十
三
日
条
に
、
「
太
神
宮
造
宮
使
官
符
可
被
請
印
之

故
」
に
外
記
政
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
太
政
官
符
発
給
の
た
め
の
請
印
が
必
要
で
、
外
記
政
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
官
符
が
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
外
記
政
も
行
う
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
寛
正
五

年
（
一
四
六
四
）
後
花
園
天
皇
書
写
の
奥
書
を
有
す
る
東
山
御
文
庫
所
蔵
『
建
武
年
中
行
事
』
（
勅
封
六
七
ー
六
－
一
二
）
の
政
始
の
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

に
は
、
同
天
皇
に
よ
る
「
中
絶
」
と
の
朱
書
が
あ
り
、
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
同
天
皇
の
子
後
土
御
門
天
皇
の
大
嘗
祭
の
過
程
で
行
わ

　
（
1
5
）

れ
て
以
後
、
廃
絶
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
上
卿
の
宣
房
を
は
じ
め
儀
式
の
参
仕
者
の
多
く
が
諒
闇
服
で
あ
っ
た
の
は
、
二
ヶ
月
前
の
六
月
二
十
五
日
に
後
宇
多
院
が
崩
御

し
た
た
め
で
あ
る
。

最
後
に
、
伝
来
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
本
書
の
転
写
本
と
し
て
は
、
東
山
御
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
別
の
函
に
新
写
本
（
勅
封
一
六
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（
1
6
）

三
－
一
七
）
が
存
在
す
る
ほ
か
、
『
洞
院
家
六
巻
部
類
』
に
も
「
立
碕
子
記
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
洞
院
家
六
巻
部
類
』
お
よ
び

類
似
の
史
料
で
あ
る
『
洞
院
家
廿
巻
部
類
』
は
い
ず
れ
も
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
西
園
寺
家
か
ら
分
か
れ
た
洞
院
家
に
お
い
て
集
積
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
関
す
る
史
料
を
中
心
に
、
お
お
ま
か
に
類
別
編
集
し
た
部
類
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
史
料

の
原
写
本
群
は
、
応
仁
の
乱
後
に
お
け
る
洞
院
家
の
断
絶
以
後
、
中
院
家
を
経
て
、
天
海
の
手
に
わ
た
り
、
さ
ら
に
そ
の
弟
子
公
海
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

蔵
と
な
っ
て
、
後
西
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
小
倉
慈
司
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
書
も
ま
た
、
い
っ
た
ん

洞
院
家
に
蔵
さ
れ
て
か
ら
禁
裏
へ
と
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
の
高
い
史
料
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
東
山
御
文
庫
所
蔵
「
立
碕
子
政
記
」
に
つ
い
て
わ
か
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
き
た
。
本
書
は
、
従
来
必
ず
し
も
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
鎌
倉
時
代
の
朝
儀
を
よ
く
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
お
け
る
活
用
を
期
し
つ
つ
、
拙
い
解
題
を
閉
じ
た
い
。
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注
（
1
）
　
本
史
料
群
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
整
理
が
な
さ
れ
、
目
録
と

　
し
て
『
朝
廷
儀
式
と
公
家
の
生
活
』
（
学
習
院
大
学
史
料
館
編
、

　
一
九
九
八
年
）
お
よ
び
『
学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
目
録
一
五

　
西
園
寺
家
文
書
』
（
同
、
一
九
九
八
年
）
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
新
田
英
治
「
西
園
寺
家
所
蔵
『
万
一
記
』
」
（
『
学
習
院
大
学

　
史
料
館
紀
要
』
八
号
、
　
一
九
九
五
年
、
の
ち
注
（
1
）
『
朝
廷
儀

　
式
と
公
家
の
生
活
」
に
再
録
）
。

（
3
）
　
『
皇
室
の
至
宝
　
東
山
御
文
庫
御
物
』
（
毎
日
新
聞
社
）
全
五

　
巻
。
第
一
巻
は
、
一
九
九
九
年
刊
行
。
「
立
碕
子
政
記
」
は
、
「
い

し
を
た
つ
る
ま
つ
り
ご
と
の
き
」
と
訓
じ
て
い
る
。
解
題
は
、
詫

間
直
樹
氏
の
執
筆
。
な
お
、
東
山
御
文
庫
収
蔵
史
料
に
つ
い
て
は
、

小
倉
慈
司
「
東
山
御
文
庫
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
内
容
目
録

　
（
稿
）
」
　
一
・
二
　
（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
一

輯
・
第
二
輯
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
・
二
〇
〇
六

年
）
を
参
照
。

（
4
）
　
東
山
御
文
庫
に
は
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
作
成
さ
れ

た
「
御
入
記
目
録
」
（
勅
封
四
五
－
一
－
一
）
が
あ
り
、
「
立
碕
子

政
記
」
は
「
無
外
題
元
亨
四
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
天
明

五
年
（
一
七
八
五
）
の
「
目
録
」
（
勅
封
四
五
－
一
－
四
）
に
は
、



東山御文庫所蔵「立碕子政記」

　
「
無
外
題
古
物
、
端
云
、
元
亨
四
年
八
月
＋
九
日
、
」
と
見
え
る
。

（
5
）
　
和
田
幸
大
「
古
文
書
の
筆
跡
の
特
徴
の
と
ら
え
方
と
比
較
の

着
眼
点
に
つ
い
て
1
吉
田
定
房
と
万
里
小
路
宣
房
の
筆
跡
を
中
心

　
に
ー
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
」
一
八
号
、
二
〇
〇

八
年
）
。
以
下
、
和
田
氏
の
説
は
本
稿
に
よ
る
。

（
6
）
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
四

七
九
号
。

（
7
）
　
和
田
氏
の
分
析
対
象
も
院
宣
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、

例
え
ば
、
展
覧
会
図
録
『
妙
心
寺
』
（
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都

国
立
博
物
館
・
読
売
新
聞
社
編
、
二
〇
〇
九
年
）
に
、
京
都
天
授

院
所
蔵
の
宣
房
筆
の
「
法
華
経
」
巻
第
二
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、

筆
跡
が
よ
く
似
て
い
る
。
一
方
、
陽
明
文
庫
に
は
、
冷
泉
為
相
と

　
の
勘
返
状
（
展
覧
会
図
録
『
宮
廷
の
み
や
び
1
近
衛
家
一
〇
〇
〇

年
の
名
宝
」
〔
東
京
国
立
博
物
館
・
N
H
K
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー

　
シ
ョ
ン
編
、
二
〇
〇
八
年
〕
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
署
名
が
な
け
れ
ば
宣
房
の
筆
跡
で
あ
る
と
は

す
ぐ
に
は
判
じ
が
た
い
。
書
状
（
消
息
）
は
、
や
り
と
り
す
る
二

人
だ
け
が
理
解
で
き
れ
ば
良
い
た
め
、
か
な
り
く
ず
し
た
文
字
で

書
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
他
方
、
院
宣
や
写
経
な
ど
あ
る
程
度
人

目
に
触
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
方
が
、
当
然
丁
寧
に
書

か
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
院
宣
と
の
相
似
性
の
高
い
「
立
碕
子
政

　
記
」
も
、
他
者
に
よ
る
披
見
を
意
識
し
た
筆
跡
で
あ
る
と
い
え
る

　
か
も
知
れ
な
い
。

（
8
）
　
以
下
、
宣
房
の
官
途
は
、
お
お
む
ね
『
公
卿
補
任
』
に
よ
る

　
が
、
中
納
言
昇
進
に
つ
い
て
は
、
『
道
平
公
記
』
元
亨
四
年
四
月

　
二
七
日
条
（
小
川
剛
生
「
『
後
光
明
照
院
関
白
記
（
道
平
公
記
）
』

解
題
・
翻
刻
・
人
名
索
引
」
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部

　
『
調
査
硬
究
報
告
」
二
二
号
、
二
〇
〇
一
年
）
に
、
権
大
納
言
昇

進
は
、
『
花
園
天
皇
震
記
』
同
年
十
月
三
十
日
条
に
よ
る
。

（
9
）
　
『
花
園
天
皇
廣
記
』
元
亨
四
年
八
月
十
六
日
条
に
は
、
「
今
夜

風
雨
洪
水
、
四
十
年
来
未
曾
有
云
々
、
（
中
略
）
諸
河
溢
流
、
民

屋
多
以
流
失
、
人
馬
死
者
不
知
数
云
々
、
」
と
あ
り
、
ま
さ
に
未

曾
有
の
被
害
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
同
年
八
月
二

十
五
日
付
六
波
羅
御
教
書
（
和
泉
淡
輪
文
書
。
『
鎌
倉
遺
文
」
二

八
八
〇
六
号
）
に
は
、
こ
の
洪
水
で
鴨
川
堤
が
大
破
し
た
こ
と
が

見
え
て
い
る
。

（
1
0
）
　
東
山
御
文
庫
に
は
、
本
書
の
ほ
か
に
外
記
政
が
太
政
官
庁
で

行
わ
れ
た
例
を
記
録
し
た
も
の
と
し
て
、
平
安
時
代
末
期
に
藤
原

頼
長
が
作
成
し
た
記
録
を
写
し
た
「
移
行
外
記
政
於
官
庁
儀
式
」

　
（
勅
封
四
五
－
六
）
や
鎌
倉
時
代
の
「
政
記
　
弘
長
三
年
　
官
庁

儀
」
（
勅
封
四
五
－
五
）
等
の
古
写
本
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
同
文
庫
に
は
外
記
政
に
関
す
る
史
料
が
多
く
残
存
し
、
そ
の
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ほ
と
ん
ど
が
、
勅
封
四
五
函
に
見
え
て
い
る
の
で
、
外
記
政
関
係

史
料
と
し
て
ま
と
あ
て
収
め
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
1
1
）
　
前
注
（
3
）
詫
間
氏
の
解
題
に
よ
る
。

（
1
2
）
　
平
安
時
代
の
外
記
政
に
つ
い
て
は
、
橋
本
義
彦
「
貴
族
政
権

　
の
政
治
構
造
」
（
同
『
平
安
貴
族
』
所
収
、
平
凡
社
、
　
一
九
八
六

年
。
初
出
は
一
九
七
六
年
）
、
橋
本
義
則
「
「
外
記
政
」
の
成
立
」

　
（
同
『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
。

初
出
は
一
九
八
一
年
）
、
曾
我
良
成
「
王
朝
国
家
期
に
お
け
る
太

政
官
政
務
処
理
手
続
に
つ
い
て
1
庁
申
文
・
南
所
申
文
・
陣
申
文

1
」
（
坂
本
賞
三
編
『
王
朝
国
家
国
政
史
の
研
究
』
所
収
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
、
吉
川
真
司
「
申
文
刺
文
考
」
（
同
『
律

令
官
僚
制
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
。
初
出
は
一

　
九
九
四
年
）
、
同
「
左
経
記
」
（
同
前
。
初
出
は
一
九
九
三
年
）
等

　
を
参
照
。
ま
た
、
和
田
英
松
註
解
・
所
功
校
訂
『
新
訂
・
建
武
年

中
行
事
註
解
』
（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）
も
参
考
に
な
る
。

（
1
3
）
　
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
例
と
し
て
は
、
『
園
太
暦
」
貞
和
二

　
年
（
＝
二
四
六
）
正
月
二
十
三
日
条
、
『
師
守
記
』
同
二
十
八
日

　
条
、
『
薩
戒
記
』
応
永
三
十
三
年
（
一
四
二
六
）
七
月
二
十
三
日

　
条
等
に
見
え
て
い
る
。
但
し
、
『
薩
戒
記
』
の
事
例
で
は
、
本
来

　
正
月
に
行
わ
れ
る
べ
き
政
始
が
七
月
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う
遠
く

　
な
い
時
期
に
廃
絶
に
至
る
の
も
う
な
ず
け
よ
う
。

（
1
4
）
　
東
山
御
文
庫
本
『
建
武
年
中
行
事
』
（
勅
封
六
七
－
六
ー
一

二
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）
。
な
お
、
部
分
の
写
真
と
西

本
昌
弘
氏
に
よ
る
解
題
が
『
東
山
御
文
庫
御
物
』
（
注
（
3
）
前
掲
）

　
二
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
『
親
長
卿
記
』
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
十
月
十
三
日
・
十

五
日
条
、
『
後
法
興
院
記
』
同
十
三
日
条
等
。

（
1
6
）
　
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
藤
波
本
『
洞
院
六
巻
部
類
記
』
五
（
函

号
二
一
七
－
四
三
三
）
に
よ
る
。

（
1
7
）
　
『
洞
院
家
六
巻
部
類
』
『
洞
院
家
廿
巻
部
類
』
に
つ
い
て
は
、

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
典
籍
解
題
」
続
歴
史
篇
（
養
徳
社
、

　
一
九
五
一
年
）
、
お
よ
び
末
柄
豊
「
蒐
集
文
書
の
史
料
論
1
『
反

　
町
文
書
』
を
素
材
と
し
て
i
」
（
佐
藤
道
生
編
『
古
文
書
の
諸
相
』

　
所
収
、
慶
鷹
義
塾
大
学
文
学
部
、
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。
な

　
お
、
洞
院
家
旧
蔵
史
料
と
東
山
御
文
庫
収
蔵
史
料
と
の
関
係
に
つ

　
い
て
は
、
徳
仁
親
王
・
木
村
真
美
子
「
忘
れ
ら
れ
た
車
図
ー
陽
明

　
文
庫
所
蔵
『
納
言
大
将
車
絵
様
』
お
よ
び
『
車
絵
』
に
つ
い
て

　
ー
」
（
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
　
一
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）
、

　
同
「
『
九
条
家
車
図
』
の
成
立
を
あ
ぐ
っ
て
1
附
、
学
習
院
大
学

　
史
料
館
所
蔵
飛
鳥
井
本
『
九
条
家
車
図
』
解
題
お
よ
び
翻
刻
1
」

　
（
同
前
一
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）
に
お
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

（
1
8
）
　
小
倉
慈
司
「
コ
局
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
の
来
歴
と
そ
の
資
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東山御文庫所蔵「立筒子政記」

料
価
値
－
歴
史
資
料
を
中
心
に
i
」
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編

『
和
歌
と
貴
族
の
世
界
　
う
た
の
ち
か
ら
』
所
収
、
塙
書
房
、
二

〇
〇
七
年
）
。
な
お
、
京
都
山
科
に
毘
沙
門
堂
門
跡
を
再
興
し
た

天
海
か
ら
公
海
へ
と
伝
え
ら
れ
た
洞
院
家
旧
蔵
史
料
の
う
ち
、
禁

裏
に
献
上
さ
れ
ず
、
今
も
毘
沙
門
堂
に
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
も
あ

る
。
木
村
真
美
子
「
中
世
天
皇
の
暦
－
室
町
時
代
の
暦
の
遺
品
を

手
が
か
り
に
ー
」
（
『
室
町
時
代
研
究
』
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）
に

お
い
て
そ
の
一
部
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。

［
付
記
］

全
文
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
宮
内
庁
侍
従
職
の
、
写
真
掲
載
に
あ

た
っ
て
は
、
同
じ
く
宮
内
庁
侍
従
職
と
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の

許
可
を
得
た
。

記
し
て
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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東
山
御
文
庫
所
蔵
「
立
椅
子
政
記
」
翻
刻

　　　　　一　　　　一　　一一

　
　
凡
例

漢
字
の
字
体
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

文
中
に
適
宜
、
読
点
（
、
）
お
よ
び
並
列
点
（
・
）
を
加
え
た
。

校
訂
注
は
、
原
本
の
文
字
に
置
き
換
え
る
べ
き
も
の
は
〔
〕
、
参
考
ま
た
は
説
明
の
た
め
の
も
の
は
（
）
で
括
っ
た
。

紙
継
目
の
箇
所
に
は
行
末
に
」
を
付
し
た
。



東山御文庫所蔵「立筒子政記」

欝
轟
麩
　
．
欝
－
傘
穫

元
亨
四
年
八
月
十
九
日
、
天
晴
、
今
日
立
碕
子
政
也
、

外
記
庁
去
十
六
日
為
大
風
顯
倒
、
価
被
移
政
於

　
　
　
（
万
里
小
路
宣
房
∀

官
庁
、
上
卿
依
其
催
未
刻
所
参
也
、
諒
闇
服
、
於

待
賢
門
下
車
、
入
官
東
門
、
着
左
衛
門
陣
代
座
、

繕
洒
第
三
間
左
大
弁
宰
杷
毒
右
中
弁
錘
．

朝
臣
等
着
結
政
座
、
期
繭
廊
為
召
使
来
云
、
座
事
了

者
、
宣
房
起
座
、
経
後
房
登
廊
之
台
、
入
外
記

門
代
、
於
子
午
廊
南
小
屋
代
着
深
沓
、
入
中
戸
着

庁
、
紛
晒
帝
・
左
大
弁
可
着
庁
之
由
、
以
召
使
仰
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
畠
V

左
大
弁
入
北
戸
着
床
子
、
次
少
納
言
具
行
朝
臣
、
　
』
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右
中
弁
資
房
朝
臣
、
己
上
諒
闇
服
、
史
三
人
・
少
外
記

一
人
已
上
士
口
服
、
進
立
、
楠
肚
馳
順
宣
房
仰
云
、
召
ス
、

各
称
唯
着
床
子
、
餅
陸
秒
碓
鰭
珂
為
三
段
揖
軟
而
右
中
弁

資
房
朝
臣
法
申
、
次
史
三
人
申
文
如
常
、
申
文
了

具
行
朝
臣
以
下
退
去
、
次
少
納
言
具
行
朝
臣
、
少
外
記

朧
等
率
史
生
莚
請
印
儀
如
賞
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
（
聖
寿
∀

永
尊
親
王
一
身
阿
閣
梨
、
東
大
寺
別
当
、
真
光
院
置
阿
闊
梨
等
也
、

件
官
符
去
々
年
左
大
史
千
宣
奉
行
之
、
而
右
大
史
景
職
奉
行
之

　
　
　
　
　
　
　
（
小
槻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
）

　
（
小
槻
）

舳
ザ
繁
殖
潴
緻
蕉
価
問
答
子
纈
無
左
右
難
請
印
之
間
、
印
了

退
去
、
次
宣
房
、
左
大
弁
等
起
座
、
出
立
外
記
門
代
、

鯵謙

i
難
騨
慰
沽
中
弁
資
房
朝
臣
、
宣
房
出
同
門
代
揖
等
　
』
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東山御文庫所蔵「立筒子政記」

欝

i

l　・

嫉、

」

…麟
唖驚熱’二・

　嚢魏

　馬艦

．灘頚

幅瞭箏

潅

灘

識　澱

‘t’ysI

　織llt

　蓬
謡

澱

る
灘
営
み
☆
藍
質

如
例
、
入
南
所
代
慢
門
、
剛
醐
斯
為
揖
左
大
弁
、
次
宣
房

改
着
浅
履
、
舗
爾
駅
造
鰭
漸
鮪
附
陀
酊
航
癬
杯
設
次
着

座
、
左
大
弁
同
着
、
弁
・
少
納
言
等
又
着
座
、
内
竪
居
物
、

史
申
文
如
例
、
次
宣
房
取
笏
坐
直
、
次
箸
下
、
不
申
上
、

次
居
汁
物
、
次
一
献
、
勧
盃
少
納
言
具
行
朝
臣
、
巡
流
如
例
、
次

抜
箸
各
起
座
、
退
出
南
所
代
、
弁
待
賢
門
出
立
、

依
及
夜
陰
略
之
、
次
相
引
入
内
着
陣
、
左
大
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
着
之
、
申
文
如
例
、
次
蔵
人
右
少
弁
季
房
来
、

下
吉
書
、
館
聴
賀
臨
時
宣
房
披
見
之
結
申
、

即
招
右
中
弁
資
房
朝
臣
下
之
、
資
房
朝
臣
結
申
、
宣
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ

仰
々
詞
同
職
事
、
其
後
令
口
口
退
出
、
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